
新型コロナワクチン接種について 

 

やすらぎ荘では４月２１日に４０名、４月２３日に３５名のワクチン接種を行

いました。今後も段階的に接種を行っていき、６月上旬までに入所者・施設関係

者１６３名の２回目の接種を終える予定です。 

 

 

 

ワクチンを接種することにより、新型コロナウイルス感染症の重症化や、発熱

やせきなどの症状が出ること（発症）を予防するだけでなく、社会全体で流行す

ることを防ぐことが期待されます。 

 

 

 

 一般的にワクチンを接種すると、ワクチンが免疫をつけるための反応が起こ

るため、接種した部位の腫れや痛み、発熱、頭痛などの「副反応」が生じる可能

性があります。治療を要したり、障害が残るほどの副反応は、極めて稀ではある

ものの、ゼロではありません。 

 接種後の入所者の様子には特に注意を払って万全の体制で臨みます。 

 

＜接種の様子＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ワクチンの効果について 

ワクチンの副反応について 


